
区分 　月　日　（曜） 順序 時間（予定） （　会　　派　）
会
派

質
疑 １ 10:25～11:25頃 大 石 正 信 議員 （ 日 本 共 産 党 ）

１ 11:25～11:55頃 奥 村 直 樹 議員 （ ハー ト フル北九州 ）

２ 13:00～13:30 伊 藤 淳 一 議員 （ 日 本 共 産 党 ）

３ 13:30～14:30 山 本 眞智子 議員 （ 公 明 党 ）

４ 14:45～15:45 中 村 義 雄 議員 ( 自民党・無所属の会 ）

５ 10:00～11:00 西 田 一 議員 ( 自民党・無所属の会 ）

６ 11:00～11:30 有 田 絵 里 議員 （ 日 本 維 新 の 会 ）

７ 11:30～12:00 永 井 佑 議員 （ 日 本 共 産 党 ）

８ 13:00～14:00 木 下 幸 子 議員 （ 公 明 党 ）

９ 14:00～14:30 本 田 一 郎 議員 （ 若 松 を 愛 す る 会 ）

１０ 14:30～15:00 白 石 一 裕 議員 （ ハー ト フル北九州 ）

１１ 15:15～15:45 井 上 しんご 議員 （ 井 上 し ん ご ）

１２ 10:00～10:30 吉 村 太 志 議員 ( 自民党・無所属の会 ）

１３ 10:30～11:00 金 子 秀 一 議員 （ 公 明 党 ）

１４ 11:00～11:30 出 口 成 信 議員 （ 日 本 共 産 党 ）

１５ 11:30～12:00 泉 日出夫 議員 （ ハー ト フル北九州 ）

１６ 13:00～13:30 篠 原 研 治 議員 （ 日 本 維 新 の 会 ）

１７ 13:30～14:00 高 橋 都 議員 （ 日 本 共 産 党 ）

１８ 14:00～14:30 田 中 元 議員 ( 自民党・無所属の会 ）

１９ 14:30～15:00 森 結実子 議員 （ ハー ト フル北九州 ）

２０ 15:15～15:45 渡 辺 徹 議員 （ 公 明 党 ）

２１ 10:00～10:30 鷹 木 研一郎 議員 ( 自民党・無所属の会 ）

２２ 10:30～11:30 藤 沢 加 代 議員 （ 日 本 共 産 党 ）

２３ 11:30～12:00 三 宅 まゆみ 議員 （ ハー ト フル北九州 ）

２４ 13:00～13:30 宮 﨑 吉 輝 議員 ( 自民党・無所属の会 ）

２５ 13:30～14:30 世 良 俊 明 議員 （ ハー ト フル北九州 ）

２６ 14:30～15:00 吉 田 幸 正 議員 ( 自民党・無所属の会 ）

発　言　順　序　表　（令和６年12月定例会）

　　発　　言　　者

12月３日（火）

一
　
般
　
質
　
問

12月４日（水）

12月５日（木）

12月６日（金）



発 言 項 目 表 
会派質疑 

 

一般質問 

※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。 

順序 発 言 者 区分 時間 発  言  項  目 

１ 大石 正信 

一 

問 

一 

答 

60分 

市職員の給与に関する条例の改正について 

 ・ 生活改善につながる改善と言えるのか 

 ・ 地域手当の１％引き上げは問題 

 ・ 再任用職員の処遇改善について 

 ・ 会計年度任用職員の病休を有給にすべき 

指定管理者の指定について 

 ・ 賃金上昇分を把握すべき 

 ・ 指定管理者制度そのものが破綻 

 ・ 図書館への指定はやめるべき 

市民センター条例の一部改正について 

 ・ 営利を目的とした利用はやめるべき 

門司港地域複合公共施設整備事業について 

 ・ 杭打ち工事は、遺跡破壊を既成事実化するもの 

 ・ 集約化を根本から見直すべき 

ガバメントクラウド対応整備事業について 

 ・ 情報漏洩の危険性を伴う移行は、やめるべき 

順序 発 言 者 区分 時間 発  言  項  目 

１ 奥村 直樹 

一 

問 

一 

答 

30分 

１ 門司港地域複合公共施設について 

２ 門司赤煉瓦プレイスの維持管理について 

３ 市街化調整区域での開発・建築行為について 

２ 伊藤 淳一 

一 

問 

一 

答 

30分 

マイナ保険証について 
 ・ 健康保険証発行の復活について 

 ・ 市民への周知徹底について 

 ・ マイナ保険証に関連する人的体制について 

 ・ 利用登録の解除について 

３ 山本眞智子 

一 

問 

一 

答 

60分 

１ 女性が元気に活躍できる環境づくりについて 

２ 学校教育における体験活動の充実について 

３ 環境に配慮した行動を促す取り組みについて 

４ 市営住宅の連帯保証人の在り方について 

５ 終活支援の在り方について 

４ 中村 義雄 

一 

問 

一 

答 

60分 

来年度の予算編成について 

教育行政について 

 １ 北九州市立高等学校施設の補修について 

 ２ 公立小中学校・特別支援学校の給食の無償化について 

 ３ 教育費総額を増額すべき 

国の税制改正の市への影響について 

指定管理者制度見直しの成果について 

居宅介護や訪問看護等における利用者・家族からのカスタマ

ーハラスメント対策について 

（令和６年12月３日） 



発 言 項 目 表 
一般質問 

 

 

順序 発 言 者 区分 時間 発  言  項  目 

５ 西田 一 

一 

問 

一 

答 

60分 

子ども基本条例について 

子ども憲章について 

本市の夜間・休日の救急診療体制について 

６ 有田 絵里 

一 

問 

一 

答 

30分 

１ 保育現場での保育士の労働負担の軽減について 

 ① 保育現場における保育士の労働軽減を目的としたＩＣ

Ｔ化（情報通信技術）について現状の進捗状況は 

 ② 国が推進している保育料の支払いについて、本市での

キャッシュレス化を進めるに当たっての課題などは 

２ 学校現場でのＩＣＴ化の促進について 

 ① 現在、本市で進められている生徒指導に当たって必要

なダッシュボード化の取組みについての進捗状況は 

 ② いわゆる不登校対策のひとつとして、「心の健康観察」

を取り入れた場合の本市でのメリットや現在の検討状

況は 

３ 予算についての公表方法の透明化について 

 ① 今後の予算編成過程の公表方法改善に向けた取組みは 

 ② 税金を何に使ったか明確でわかりやすい情報提供のシ

ステムを本市に導入した場合のメリット、デメリットは 

７ 永井 佑 

一 

問 

一 

答 

30分 

就学援助の拡充と要件の明確化について 

 ・ 周知徹底など 

ごみステーションの散乱対策について 

 ・ 困っている市民の立場に立った方策を 

市民センターの活用について 

 ・ まずは市民に聞く取組みを 

８ 木下 幸子 

一 

問 

一 

答 

60分 

１ 本市の継続した子宮頸がん予防の仕組みづくりについ     

て 

２ 本市の動物愛護の取り組み強化について 

３ 本市の災害時の対応力向上について 

４ 学校体育館への早急なエアコン設置について 

５ みんなの選挙についての取り組み強化について 

６ 本市の空き家対策の更なる推進について 

（令和６年12月４日） 



※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。 

 

 

 

９ 本田 一郎 

一 

問 

一 

答 

30分 

若松南海岸の観光地化について 

 １ 高塔山から河伯洞、若松南海岸エリアの観光地化につ

いて 

 ２ 若松南海岸観光地化推進による商店街の賑わい創出

について 

 ３ 地域企業との連携について 

本市の財政の仕組みについて 

 １ 予算編成のプロセスについて 

 ２ 各部局からの予算要求のプロセスについて 

 ３ 予算決定のプロセスについて 

防犯カメラの設置について 

給食費の減免について 

10 白石 一裕 

一 

問 

一 

答 

30分 

１ 旧九州厚生年金会館の今後について 

２ 通学路の更なる安全強化について 

３ 皿倉山スロープカーについて 

11 井上しんご 

一 

問 

一 

答 

30分 

将来の世界遺産認定につながる、イコモスなどの専門家の学

術的な意見を踏まえた一部現地保存について 

 ・ 将来の市民のために、最低限、機関車庫の基礎部分や、

初代駅の外郭部分など遺構の主要部分だけでもなんと

か残すことについて 

北九州市こどもまんなか教育プランで、子どもを枠にはめ

ず、子どもの違いを尊重する教育について 

 ・ 玖珠町立くす若葉小中学校の取り組みを参考に、一人

一人の子ども達が主役の学校づくりの実践による新教

育プランの実行について 

若者の夢やチャレンジを応援する市政について 

 ・ どの子も、若者の自由な発想で行うイベントなどにつ

いて、公園や公共施設の申請補助や減免など、やりたい

ことを形にできる行政の協力・支援について 

出身・国籍に関係なく、多様性を尊重する社会や、部活動生

徒の夢を応援することについて 

 ・ ミッション系や仏教系などの私立学校や民族系の朝鮮

学校への分け隔てのない支援について、子ども達の声を

聞くことについて 

 ・ 部活動の全国大会への渡航費助成や部活動備品費の復

活、体験活動の復活について子ども達の声を聞くことに

ついて 



発 言 項 目 表 
一般質問 

 

 

 

順序 発 言 者 区分 時間 発  言  項  目 

12 吉村 太志 

一 

問 

一 

答 

30分 

農林業の振興について 

高齢者など交通手段に制約がある人への対応について 

本市のスポーツ振興の取組みについて 

13 金子 秀一 

一 

問 

一 

答 

30分 

市民の安全安心活動について 

南海トラフ地震への対応について 

曽根干潟の保全について 

本市の公共交通政策について 

14 出口 成信 

一 

問 

一 

答 

30分 

物価高騰対策 

 ・ 下水道基本料と指定ゴミ袋代 

気候危機対策 

 ・ 本市の温室効果ガス排出削減目標 

 ・ 石炭火力発電 

 ・ 水素利活用 

15 泉 日出夫 

一 

問 

一 

答 

30分 

１ 行政区の見直しについて 

２ 自転車通学生徒のヘルメット着用について 

３ 産前産後において子どもを亡くした家族への支援につ

いて 

16 篠原 研治 

一 

問 

一 

答 

30分 

① 小・中学校での朝ごはん提供について 

② 市営バスの運転手不足対策と公共交通空白地域につい 

て 

③ 闇バイト強盗対策強化について 

17 高橋 都 

一 

問 

一 

答 

30分 

１ 初代門司駅関連遺構の取り扱いと門司港地域複合公共

施設について 

 ・ 「５つの方策」の決定プロセスについて 

 ・ 正式な文化財保護審議会開催と保存の詳細決定前の取

り壊しは中止すべき 

 ・ 県との協議に対する市の対応について 

 ・ 門司港地域複合公共施設建設工事について 

（令和６年12月５日） 



※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 田中 元 

一 

問 

一 

答 

30分 

ドローンを活用した地域防災について 

特別支援教育におけるケア・トランポリンの活用について 

北九州空港の路線誘致について 

19 森 結実子 

一 

問 

一 

答 

30分 
１ 本市の薬物乱用防止対策の取り組みについて 

２ 初代門司駅関連遺構について 

20 渡辺 徹 

一 

問 

一 

答 

30分 
北九州空港・北九州港の未来について 

青少年の健全育成について 



発 言 項 目 表 
一般質問 

※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。 

 

順序 発 言 者 区分 時間 発  言  項  目 

21 鷹木研一郎 

一 

問 

一 

答 

30分 

闇バイト対策について 

折尾地区総合整備事業について 

北九州市の未来について 

22 藤沢 加代 

一 

問 

一 

答 

60分 

１ 投票権の保障について 

 ① 投票権の環境改善について 

 ② 市営交通と協力し移動投票所の試みを 

２ 農業支援について 

 ① 専業農家の後継者づくりの支援を 

 ② 困窮者に対し米不足・米価高騰への本市独自の支援を 

３ 小倉南区東谷地域のお出かけ交通支援を 

 ① １回600円の運賃に支援を 

 ② 利用者のニーズを調査し、きめ細かな支援を 

４ 公文書の作成と開示について 

 ① 門司駅遺構保存をめぐる公文書の作成について 

 ② 意思決定過程の透明性と説明責任について 

23 三宅まゆみ 

一 

問 

一 

答 

30分 

１ 軽度認知障害について 

２ 環境未来都市について 

３ 学習以外の有効なタブレットの活用について 

24 宮﨑 吉輝 

一 

問 

一 

答 

30分 

凶悪犯罪のないまちを目指して 

地域猫の取り組みについて 

どこでも出張区役所について 

25 世良 俊明 

一 

問 

一 

答 

60分 

１ これまでの市政を振り返って 

（１）本市の文化政策について 

（２）市立文学館の役割について 

（３）長期不登校児童生徒への学習生活支援について 

（４）子ども読書活動の推進について 

（５）今後の財政運営について 等 

26 吉田 幸正 

一 

問 

一 

答 

30分 

旧九州厚生年金会館の休館について 

国・県・諸団体の補助支援メニューの情報収集と発信につい

て 

歯を通じたライフスタイルについて 

（令和６年12月６日） 


